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　　　　　　　　　 1 緒　　 言

　ス モ
ー

ル ハ ン チ ク リ
ープ （以 ド，SPC とい う〉試験は、

実機対象部位 の 表面 か ら薄 い サ ン プル を 採 取 して ク リ

ー
プ試験 を実施 す る も の で 、ク リ

ー
フ余寿命を非破 壊的

か つ 高精度 に 評価す る も の で ある 。

　 し か し、本試験 の 力学 パ ラ メ
ータ は荷 重 で あ り，応力

を パ ラ メ
ー

タ とす る実機 の 評 価 に は そ の ま ま適 用 で き

な い。そ こ で 、STPA24 （2、25Cr−IMo 鋼 ） に 関 して 破 断 時

間 同 一とな る SPC 試 験 の 荷重 と 単軸 ク リ
ー

プ試験 の 1芯

力 の 相関性 に つ い て検討 し、広範囲 に わ た り試験 温 度 ・

破断時問 に 影響 さ れ な い 荷 顛一応 力の 換算 式 の 存 在 を 見

出し た。こ の 結果，単軸応力下 の 部位 の 余寿命を簡単な

換算式を 用 い た SPC 試験 に よ り高精度 に評極で き る 目

処 を得 た
り 2）。

　本研究で は，内圧 応力 ドの 実機部材 の 評価 に SPC 試験

を 適用 す る た め，STPA23 （t．25Cr−O．5Mo 鋼 ）に 関 して SPC

試験と単軸試験 の 荷重一応力の 換算式を使用 して 内圧 試

験片の 余寿命を検討した。また、破断した内試験片の 破

断 部近傍 につ い て SPC 試験を 行 い、経年劣 化部材 の 評価

精 度 に つ い て 検 討 した。

　　　　　　　　　2　試　　　験

2．1 供試材

　 外 径 50mm × 肉厚 10mm の S
’
ll？A23 新材 を 供試材 と し

て 使用 した 、

2．2 試験片

　 SPC 試験片 は 長さ 10mrn× 幅 10mm 　X 厚 さ O．5rnm と し，
エ メ リー紙研 磨仕上 （＃ 1200） と した。単軸試験片は 平

行部 が 直 径 6  × 騨 騨 30  と した。内丿獄 験 版

外径 50mm × 肉if　10mm × 長 さ 200mm を 2本を突合周 溶

接 （Tig溶 接，共 金 溶接材料 ） して 製作 した。

2．3 試 験 方 法

　spc 試験装置の 概 要 を Fig．1 に 示 す。試 験 要 領 は試 験

片 を 上 ドダ イ に 固定 し，試験片 に 直径 2．4min の ア ル ミ ナ

製ボール と通 して荷重 を負荷した。な お 、 下側ダイ方向

か ら試験片に 変位計 を接触 さ せ 、試験 片 変位 δ の 測 定 を
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行な っ た．ま た、SPC 試験片 は酸化 の影響 を受 けや す い

の で、ア ル ゴ ンガ ス雰 囲 気で 試験 を実施 した。

2．3 試験結果

（1） SPC 試験 と単軸試験

　SPC 試験荷重 を 17SN〜350N と し，それ ぞ れ の 荷重 レ

ベ ル で 温 度 を変化 さ せ た SPC 試験 を行 な っ た。ま た、単

軸 試 験の 応 力 は 5QMPa 〜1eOMPa と し、そ れ ぞれ の 応 カ

レ ベ ル で 温 度 を 変化 さ せ た 単軸試験 を行 っ た 。

　Fig．2 は これ らの 試験データ を ラル ソ ン ミ ラ
ー

パ ラ メ

ー一タ （以
．．
ド、LMP と い う〉 で 整 理 した も の で あ る。　Fig，3

は Fig、2 か ら SPC 試験の LMPspc と単軸試験の LMP ．、、が

同じ に な る荷重 と応力を求 め，同一．・
破断時間の 荷重 応 力

の換 算 を調 査 した も 0）で あ る。Fig．1 に は，これ まで 行 な

っ た 2．25Cr−IMo の デ ー
タ

2〕 も記載 した。

　 以上 の 結 果 か ら、STPA23 に 関 す る 同
一

破断時 間 と な

る SPC 試験荷重と単軸試験応力の換算 は、2．25Cr−IMo鋼

の 経年母材等の 場合 と 同 じで ある こ とがわか る。
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Fig，2　Results　of 　SPC 　test　and 　uni −axial 　creep 　test

　 　 　 on 　STPA23
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2．4　SPC 試 験 と 内圧 試 験

　突合溶 接 し た S
’
rPM3 の 内圧 試 験 片 を 用 い 、試 験 温 度

636℃ と平均径式に よ る 周応力 49MPa の 内圧 ク リ
ープ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
試 験 を行 な っ た。｝；ig．4 は 1409．6hr で 母材破 断 し た 内 圧

試験片で ある。破断まで に 4 回中断 して 外径を 測定し、

外径歪 み一消費率 （中断時問／破断時間〉σ）関係 も 調査 し

た．　Fig．3 か ら求め た sTPA23 の 同
．一一破 断時間 とな る spc

試験荷重と 単軸試験応力 の 換算式を 用 い て，Fig．2 に記 載

されたデ
ータ と内圧 試験デ

ー
タを 整理 した （Fig．5）。内

圧試験 デー
タは SPC 試験デ

ー
タの 曲線．ヒに ある。SPC 試

験 に よ り 内圧 試験 の 破断データ を 推定する こ とが 可能

と考 え られ る。

　 破断した内圧 試験片 の 破断部近 傍で SPC 試験片 を採

取 し た。外径歪み 消費率 の 関係 よ り こ の 部分 の 消 費率 は

97％ と推定さ れ た。こ の SPC 試験片 を用 い て 荷重 は 280N
一

定 と し、試験温度 を 変化 さ せ た ア イソ ス トレ ス タ イ プ

の 試験 を 行 っ た。破 断 データ と変 位 を Fig．6 と Fig．7 にそ

れ ぞれ 示 す。Fig．6 に は、新材 の 荷重一LMP の SPC 試験デ

ー
タ （Fig．2） よ り計算 した 280N に お る 新材の 破断デ ・一

タ も記載 した 。消費率 87％ 部分 の SPC 試験の 破断時間

tr、と新材の 破断時聞 tr、，の 比 tr♂tl　 r、，は概ね 20％ で あ

り消 費率 は 80％程 度 で あ る。消 費率 が 進 ん だ内 圧 試験 片

は SPC 試験 に より高い 精度 で評価で きる と考 え られ る 。

Fig．9 に示す通 り SPC 試験片採取部分は 結晶が 変形 して

い るがボイ ドは観察 され な か っ た。
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　STPA23 の 同
一一

破断時 問 とな る SPC 試験 荷重 と 単軸応

力の 換算 は、STPA24 の 場合の 同 じで あ る こ と を確認 し

た。

　荷重一応力 の 換算式 に よ り新材 の 内圧 試験片 の 破断時

間 を 予 測で き る こ とが 明 らか と な っ た 。

　また、消費率が 進 ん だ内圧 試験片は SPC 試験 に よ り高

い 精度 で 寿命 評 価 で き る こ とが 判 明 した。
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